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認知言語学者の西村義樹さんに「間接受身」とい

うのを教わった。私は哲学が専門で，言語学は素人

であるが，とても面白い話題であったし，少し私な

りに考えたこともあるので，書いてみたい。

「彼女に泣かれた。」―― 受身なのだが，能動形は

ない。そこで間接受身と言われる。興味深いのは，

英語では「彼女に泣かれた」という受身形の文を作

れないというのである。といっても，間接受身が

まったくだめというわけではない。例えば“I was 

rained on.”とか“I got rained on.”といった言

い方はするらしい。なんと，“rain”が受身になるの

である。しかし，このような例もあるが，一般的に

は間接受身は英語では表現しにくいという。

では，なぜ能動形のないところで受身を作るのだ

ろう。私は愚考した。どうもこれは，私が困った場

合，つらかった場合なのではないか。その受苦の感

情が，受身の形を求める。さらに，ここには，「私

にはどうしようもない」という諦め感も漂っている

ように私には感じられる。このどうしようもなさ

が，受身表現になるんじゃないか。

すると西村さんは我が意を得たりとばかりに，さ

らに話を押し進めた。「そうなんです。例えば財布

を落としたときに，「財布に落ちられた」とは言えま

せんよね。財布の場合は，自分でどうにかしようが

あると考えられているからでしょう。」

すると，一般化して，「あることがらによって私

が困らされ，しかもそれが私にはどうしようもない

ものである場合には，それを受身で表現しうる」と

言えそうである。だが，そこで私は反例を思いつい

た。人前でおならが出たことによって私が困らさ

れ，しかもそれは私にはどうしようもないことであ

るにもかかわらず，「おならに出られた」とは言わな

い。「出もの腫れもの」は私にはどうしようもないこ

とだが，「にきびに出られた」とも言わない。「高熱

に出られた」とも言わないのである。なんだか私は

もうすっかり楽しくなってきてしまった。

受身にするからには，相手は私にとって「他者」

でなければならない。雨に対して，われわれはなに

がしかの他者性を感じとり，「雨に降られた」と受身

にする。他方，おならは我が身の内から生じたもの

であり，われわれはおならに自己を外部からおびや

かす他者性を認めていない。つまり，ここには三つ

の要因がある。①受苦，②諦念，③他者性。本来自

動詞で表わされることがらに対して，そこに私を苦

しめる他者の姿を，諦めとともに見て取るとき，わ

れわれはそれを能動形なき受身の形で表現する。私

としては，なんとなく，これってとても「日本人的」

だなあと感じ入ったのである。

そこで考えてみていただきたい，「雷に落ちられ

た」や「火山に噴火された」は日本語としてどのくら

い自然だろうか。「火山に噴火されて飛行機が欠航

になった。」―― どうでしょう。これは，雷や火山

の噴火にどれほど他者性を認めるかということで，

案外ひとによって意見が分かれるようである。
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